利 用 供 給 協 定 書

（目的）

　第１条　イタリアンライグラス（以下、「飼料用麦」と言う。）について、耕種農家（以下、「甲」と言う。）が生産し、畜産農家（以下、「乙」と言う。）が利用する仕組みづくりを行う。

（実施の主体）

　第２条　甲は、飼料用麦を生産するとともに、飼料用麦を乙に飼料として供給する。
乙は、当該飼料用麦を家畜に給与する。

（ほ場の場所等）

　第３条　利用供給協定を締結するほ場については、下記記載のとおりとする。

　　　　　ほ場の場所　：別紙のとおり
面　積　　：別紙のとおり
（協定締結期間）

　第４条　令和  年  月  日から令和  年  月  日までの期間とする。

（役務と対価）

　第５条　飼料用麦の生産は、甲が行う。

　　　　　当該飼料用麦の梱包作業及び畜舎までの運搬作業は、乙が行う。

　　　　　当該飼料用麦の代金については、作業料金と相殺し、甲は乙に対し別途、作業料金として　　　　　　円を支払う。

　　　　　納品書・領収書等の販売伝票は、甲と乙両者において５年間保管する。

（協定の変更）

　第６条　協定内容等に変更がある場合は、二者においてその都度協議を行い協定書の変更を行う事とする。
　以上、協定締結の証として、本協定書２通を作成し、各々１通保管するものとする。

　令和  年  月  日

甲（飼料用麦を生産し提供する者）住　所：
氏　名：　　　　　　　　㊞
乙（飼料用麦を利用する者）　　　住　所：
　　　　　　　　　　　　　　　
　　氏　名：　　　　　　　　㊞
別　紙　　　　　　　　　　　利用供給協定書明細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼料作物生産者名：　　　　　　　　　
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